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設問ごとの概要
★：同一問題◎類似問題1

正答数度数分布

平均正答率
５１．６％

平均正答数
２４問中１２．４問



結果の概要

○基礎的・基本的な知識・技能を問う設問においては、隣国の名

称や位置、歴史資料と関連付けて事象を判断する問いに定着

状況が見られるが、人物の功績や国土に関する知識の確実な

定着に課題がある。

○気候について、暮らしや生活との関わりを説明したりする設問

においては、改善が見られるが、資料に基づき学んだ歴史的

事象等を説明することに依然として課題が見られる。

２

成果と課題



調査結果を活用した授業改善のポイント

○小・中学校つながりを意識する

○社会科における言語活動の充実

・資料の情報を取り出す。

・必要な情報を判断し，比較，関連付け、総合する。

・自分の判断した結果を基に、他者に対して表現する。

３



中学校地理的分野 内容

（２）アにおいて、我が国の
国土の位置を取り上げてお
り、世界各地との位置関係
などから、日本の地域構成
を大観させることをねらいと
している。

中学校との関連

４

大韓民国の名称と位置を理解している。 77.2%

58.3%

小・中学校つながりを意識して

出題のねらい 正答率

日本の位置について地図を読み取る
ことができる。



（１）類似問題 H25県調査

正答率 58.3％正答率

H27

５

正答率 70.1%

指導のポイント

21％

8.6％

11.2％

正答率 58.3％

小・中学校つながりを意識して

地図の活用や方
位の理解が十分
できていない。

１ 地図帳や地球儀を一層活用する。
「様々な視点から眺める」、「実際に方位や距離を確認する」等の体験を通じて活用
し、確認したことを白地図にまとめて定着を図るなどの工夫が必要。

２ 我が国の位置や領土について様々な表し方をする経験をさせる。
○「我が国は北半球にあり、ユーラシア大陸の東に位置している」
○「我が国は太平洋と日本海などに囲まれている。」等 小学校学習指導要領解説より



出題のねらい 正答率
（２）岡山県の周辺の県
について，その名称と位 73.4%

置を理解している。

６

都道府県の位置や名
称の定着が不十分

〈C〉の誤答、無解答
15.2%

小・中学校つながりを意識して

作業的な学習を行った上で、反
復学習や定期的な振り返りをす
ることにより、確実な定着を！

指導のポイント



社会科における言語活動の充実７

(３)問題

34.7%

豊田市の工業生産の様
子について、複数の資料
を基に考察し、その内容
を表現することができる。

出題のねらい 正答率

小学校においては、必要な
「情報の取り出し、比較・関
連付け・総合」しながら文章
にまとめる活動を充実させ
ることが求められている。



指導のポイント

８

「自分の言葉でまとめ」、さらに資料
や根拠を示しながら、図や文章など
で表現させる活動の時間確保する
など、段階を踏んだ指導が必要で
ある。

×

社会科における言語活動の充実
「（豊田市の大工場は，）工場数が少ないが，従業員数と生産額は中小工場より多いこ
と（がわかりました。）」などと解答しているもの
※「工場数」・「従業員数」・「生産額」の３つの語句を用いたうえで、①「（中小工場より）
工場数が少ない」旨と，②「（中小工場より）従業員数が多い」旨と，③「（中小工場より）
生産額が多い」旨を，いずれも記述できている場合類型１。

1 ◎ 34.7   

「（豊田市の大工場は，）工場数と生産額が少ないが，従業員数は多いこと（がわかりま
した。）」などと解答しているもの
※「工場数」・「従業員数」・「生産額」の３つの語句を用いたうえで，類型１における①～
③の一部の内容を誤って記述している場合

2 × 14.8   

「（豊田市の大工場は，）工場が少ないが，従業員と生産は多いこと（がわかりまし
た。）」などと解答しているもの
※「工場数」・「従業員数」・「生産額」の３つの語句のすべてまたはいずれかをそのまま
用いずに，類型１における①～③のすべての内容を正しく記述している場合は類型３。

3 × 9.3   

「（豊田市の大工場は，）工場と生産が少ないが，従業員は多いこと（がわかりまし
た。）」などと解答しているもの
※「工場数」・「従業員数」・「生産額」の３つの語句のすべてまたはいずれかを用いずに，
類型１における①～③の一部の内容を記述している場合は類型４。

4 × 18.7   

上記以外の解答 9 × 12.7   

無解答 0 × 9.7   

指定された語句を使って
説明できていない。

豊田市の工業生
産の様子につい
て理解している。
（資料から情報の読み
取りができている。）

（４４％）

資料の読み取り
や表現力に課題

◎

小学校社会科の能力に関する３つの目標
が、学習指導要領解説には系統的、段階
的に示されている。 P20 ,50,72（参考）

観察力
資料活用力

社会的な思考力
判断力

表現力



９

出題のねらい 正答率
戦国大名の勢力図をもとに、織
田信長の領土拡大の状況につ

いて把握することができる。
71.0%

社会科における言語活動の充実

小学校の人物を重視した学習を踏まえ
て、中学校では、扱う内容や活動の仕
方を工夫し、「時代の区分やその移り
変わり」に気付かせるようにすることが
求められている。

歴史学習の導入で

単なる事象を個別に「覚える」学習だけ
にならないようにすることが必要であり、
複数の資料を関連付けて読み取ったり、
社会的事象の意味を広い視野から考え
たりする活動が必要である。

指導のポイント



１０ 社会科における言語活動の充実 複数の資料を
活用して

例えば… 「検地や刀狩の

資料から豊臣秀吉の政策の
意図を考える学習」
※小学校学習指導要領
解説第３節６学年２内容オ

出題のねらい 正答率

豊臣秀吉による検地の目的について，複数の資料
をもとに考察し，その内容を表現することができる。 32.9％

豊臣秀吉の検地の目的に
ついて、２つの資料を使っ
て説明しましょう。

めあて



「（豊臣秀吉が検地を行った目的は，）農民から年貢を確実に徴収できるよ
うにするため（です。）」などと解答しているもの。 ◎ ３１．０％

「（豊臣秀吉が検地を行った目的は，）武士が支配する社会のしくみをつく
るため（です。）」などと解答しているもの。豊臣秀吉の検地の目的などにつ
いて，包括的に記述している場合も含む。

○ １．９％

上記以外の解答 × ５５．２％

無解答 × １１．９％

２つの資料から分かることは何か？

１１

根拠を資料の中から取り出すことが必要であり、根拠や解釈を示しながら図や文章な
どで表現し説明することができるようにすることが大切！

○児童生徒に話形を提示し、できたといえる具体を示す。
○まとめ方を学ぶことを「めあて」に指導を行うなど、段階を踏んだ学びが大切。

社会科における言語活動の充実

授業５（ファイブ）➃

右の資料は、ますやものさしの長
さを統一して、田畑の面積を調べ
ています。これは、年貢を正しく取
るために行われたと思います。

左の資料の検地帳には、田畑の持
ち主の名前が登録されています。
これによって、年貢をだれが納める
のか分かるようになります。

ことばで
表現する活動



④小中のつながりを意識して～学習の関連を意識する～
・定期的な振り返りの場面をつくる。
・他教科や既習事項との関連において定着を図る。

指導のポイント１２

①児童生徒が考えを発表したり、まとめたりする場面で、必ず「根拠」を問うよう
にします。そうすることで、児童生徒が、説明に必要な情報、事実、根拠は何か
を意識できるようになります。
★「なぜそう考えたの？」
★「どこからそのことが分かるの？」

②毎時間ノートに自分の考えを簡潔に書かせる活動を位置付け、習慣化を図り
ます。そのために、思考・表現の手がかりとなるものを示したり、準備しましょう。
・考える視点の提示
・ワークシートの工夫

③児童生徒の発言の内容について称賛するだけでなく、見方や考え方の優
れている点を指摘し全体に広げるようにします。

授業５（ファイブ）➁
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